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泥炭試料を用いた湿原堆積物の高精度放射性炭素年代決定

High precision radiocarbon dating of marshland sediments using peat

samples
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　湿地帯等に発達する泥炭堆積物は、炭素を多く含み、放射性炭素年代測定が一般的に容易であるといえ

る。しかしながら、泥炭は分析に用いる有機物が生物の遺体ではなく、生物遺体が分解変質した物質を主とす

るため、炭素の供給起源が2次的であるという年代推定する上での不確実性を有する。しかなしながら、泥炭

が堆積するような嫌気的な環境では生物擾乱等も起きにくく、堆積速度が大きく変化しないことが多い。ま

た、堆積速度に変化を生じたとしても、地層累重の法則により、下層の堆積物ほど古い堆積物であることが担

保されているため、放射性炭素濃度の変動周期より十分短い年代間隔で試料採取を行えば、木材のウイグル

マッチング法に等に比較すれば精度はやや落ちるが、高精度年代決定が可能となる可能性が高い。 

　本研究では、北海道北部の猿払川湿原において採取されたボーリングコア中の試料を用いて、泥炭試料を用

いた湿原堆積物の高精度放射性炭素年代決定法を検討した。試料は泥炭バルク試料の他、陸上植物遺体や藻類

で、AMS14C年代測定は，東京大学大気海洋研究所高解像度環境解析研究センター所有のシングルステージ加

速器質量分析装置により行った。 

　また藻類の年代分析では、研究対象地域が汽水域であったことが推察されるため、同一湿原内より得られた

コア試料からの珪藻分析によって復元された古塩分濃度（嵯峨山ほか2018）を用いて、汽水環境による海水

と大気のリザーバー効果の寄与率を見積もることより、確度よく暦年推定できる可能性が確認した。 

　本発表では、猿払川湿原において採取されたボーリングコア中の試料を例にして泥炭試料を用いた湿原堆積

物の高精度放射性炭素年代決定の可能性について議論する。
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